
ＪＲ東労組の安全哲学｢責任追及から
原因究明へ｣を原点に、議論を深めよう！
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１９８５年８月１２日、帰省する方々などを乗せた日本航空１２３便が
群馬県の「御巣鷹の尾根」に墜落、５２０名もの方々が亡くなられました。

一方、ＪＲ東日本はどうでしょうか。８月５日に東海道線の大船駅構内
で電化柱と列車が衝突し、運転士とお客さま３名が怪我をされたほか、長
時間停車で体調不良のお客さまが続出するなど、命に関わる事故を起こし
てしまいました。その一方で、職場ではミスをした乗務員への懲罰的日勤
教育など、責任追及で社員を萎縮させる強権的な職場管理がなされている
現実があります。

安全の確保のためには、責任追及ではなく、事故やミスから学び、職場
全体で弱点を克服し再発を防止する視点が必要です。安全な公共交通機関
を創るために何をすべきか、議論を深めましょう。
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